
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり、前記ディスプレイ部の前
記張り出し部分の裏側面から前記表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部が設けられた

　

前記ディスプレイ装置を支持するための支持壁部と梱包時
位置決めを行う位置 部とを有 、

　 前記ディスプレイ部の裏側面と前記突出部との間に出し入れ可能に前
記ディスプレイ部と前記突出部とに係合 係合部と前記係合部に対して垂直方向に向け
て前記係合部から伸ばした垂直部とを有 、
　 前記表示部分から離れた状態で前記表示部分を覆うように配
置 前
記係合部を前記位置決め部と協働して挟み込む保持部と 前記垂直部に係合して前記係合
部の前記ディスプレイ部と前記突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有
　 前記底面側内装材と前記係合部材と前記表示部分側内装材とを組み付けた
前記ディスプレイ装置を収納 ことを特徴とする梱包装置。
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ディスプレイ装置を梱包する梱包装置であって、
前記梱包装置は、前記ディスプレイ装置を支持する底面側内装材と、前記ディスプレイ

装置の突出部に係合して前記ディスプレイ装置の上下方向の位置決めをするための係合部
材と、前記ディスプレイ装置を上方から覆い前記係合部材に係合してこれらの抜け止めを
する表示部分側内装材と、外箱とからなり、
　前記底面側内装材は、 の前記
底面側内装材の 規制 し

前記係合部材は、
した
し

前記表示部分側内装材は、
され、かつ、前記表示部分側内装材を前記外箱に対して位置決めする位置決め部と、

、
し、

前記外箱が、
する



【請求項２】
　前記突出部を、前記機器の使用時における装着相手に設けた取付部材に取り付け可能と
したことを特徴とする請求項１に記載の梱包装置。
【請求項３】
　前記垂直部を、前記位置決め部と前記離脱抑止部とで挟んだことを特徴とする請求項１
または２に記載の梱包装置。
【請求項４】
　前記位置決め部を、前記支持壁部に連結し前記支持壁の外側に位置させて形成したこと
を特徴とする請求項３に記載の梱包装置。
【請求項５】
　前記離脱抑止部が、前記位置決め部に形成した溝に嵌合可能であることを特徴とする請
求項１から４のいずれかに記載の梱包装置。
【請求項６】
　前記位置決め部が、前記溝を境にして前記外箱側に位置する部分を前記係合部に係合す
る側の部分より低くなるようにしたことを特徴とする請求項５に記載の梱包装置。
【請求項７】
　前記係合部を、梱包時における前記ディスプレイ部と外箱の内面との間に形成される隙
間の長さより短くしたことを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の梱包装置。
【請求項８】
　前記係合部材を、略Ｌ字形に形成したことを特徴とする請求項１から７のいずれかに記
載の梱包装置。
【請求項９】
　前記保持部を、前記離脱抑止部に略直交し前記外箱に当接して前記表示部分側内装材の
位置決めを行う位置決め部に連結して形成したことを特徴とする請求項１から８のいずれ
かに記載の梱包装置。
【請求項１０】
　前記表示部分を、上方へ向け前記本体が前記表示部分より下方に位置するように配置し
て前記外箱で梱包したことを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載の梱包装置。
【請求項１１】
　前記底面側内装材と前記係合部材と前記表示部分側内装材とを、段ボールにより形成し
たことを特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載の梱包装置。
【請求項１２】
　前記機器が車載のディスプレイ装置であり、前記突出部が車両側の取付部材へ取り付け
可能であることを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記載のディスプレイ装置の梱
包装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カーナビゲーション用等のディスプレイ装置を梱包するための梱包装置および
その梱包方法に関する。
【０００２】
【従来技術】
従来、この種の梱包装置は、ディスプレイ装置の表示部分を上方に向けた状態でその本体
を下方から底面側内装材で支持するとともに、ディスプレイ装置の上方から天面側内装材
を底面側内装材に対面させて配置し、表示部分を避けながら表示部分の周辺部分に天面側
内装材の一部を上方から当接させディスプレイ装置の上下方向の動きを規制するようにし
て、外箱内に収納していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の梱包装置では、別部材である底面側内装材と天面側内装
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材とを組み合わせることが必要であり、しかもこれらの内装材が緩衝能力を備えた変形可
能な材料で形成され、製作精度も高くないため、運搬中の度重なる振動や衝撃により天面
側部材と底面側内装材との間で相対移動が生じたり、ディスプレイ装置が揺れ動いたりす
るのを避けることができなかった。
【０００４】
この結果、運搬中に天面側内装材の周辺部分への当接部分がずれ、ディスプレイ装置の表
示部分に接触しながら相対移動して表示部分を傷付けてしまうことがあった。
【０００５】
本発明はこのような問題を解決するためになされたもので、運搬中に被梱包品を梱包する
部材同士が相対移動したり被梱包品が動いたりしても、表示部分が梱包装置の一部に接触
して傷付くのを防止できるようにした梱包装置および梱包方法を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり、ディ
スプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部が設け
られた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置決め部
とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可能にデ
ィスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合部から
伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆うように
配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部の前記
ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側内装材
と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な外箱と
を備えた構成を有する。この構成により、ディスプレイ部の裏側面とこの裏側面側に設け
た突出部との間に係合部材の係合部を係合し、この係合部材の係合部および垂直部に底面
側内装材の位置形成部、表示部分側内装材の保持部や離脱防止部を係合させて係合部材の
動きを規制するようにしたので、ディスプレイ部の表側面に梱包装置が接触することがな
く、運搬中に表示部分側内装材と底面側内装材とが相対移動したり機器が動いたりした場
合でも、表示部分に表示部分側内装材などの梱包装置の一部が接触して表示部分が破損す
ることがない。
【０００７】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、突出部を機器の使用時における装着相手に設けた取付部材に取り付け可能
とした構成を有している。この構成により、機器の運送中の動きを規制する突出部を機器
に新たに設けることなく、機器の相手側部材への装着にもともと必要な突出部を流用して
、安価にすることが可能となる。
【０００８】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
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ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、垂直部を位置決め部と離脱抑止部とで挟んだ構成を有する。この構成によ
り、垂直部の移動規制に底面側内装材の位置決め部を兼用でき、段ボール等で安価に製作
することができる。
【０００９】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、位置決め部を支持壁部に連結し支持壁の外側に位置させて形成した構成を
有する。この構成により、位置決め部と支持壁部とを一体にして段ボール等で安価に製作
することができる。
【００１０】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、離脱抑止部が位置決め部に形成した溝に嵌合可能である構成を有する。こ
の構成により、表示部分側内装材と底面側内装材とを係合してこれら間の相対的な動きを
抑えることができるようになるとともに、係合部材の突出部からの離脱をより強固に抑止
することが可能となる。
【００１１】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、位置決め部が溝を境にして外箱側に位置する部分を係合部に係合する側の
部分より低くなるようにした構成を有する。この構成により、係合部材をディスプレイ部
の裏側面と突出部とに係合させるとき係合部材の垂直部が位置決め部に干渉するのが防止
され、係合部材の突出部への係合作業をスムーズに行うことができる。
【００１２】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
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が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、係合部を梱包時におけるディスプレイ部と外箱の内面との間に形成される
隙間の長さより短くした構成を有する。この構成により、あらかじめ底面側内装材を外箱
に入れ、この底面側内装材に機器を載置した状態でも、係合部材を外箱内に挿入して係合
部をディスプレイ部の裏側面と突出部とに係合させることができ、作業性が向上する。
【００１３】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、係合部材を略 L字形に形成した構成を有する。この構成により、係合部材
をシンプルな形状で安価に製作でき、機器の水平方向と垂直方向の動きとの両方の動きを
規制することができる。
【００１４】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、保持部を離脱抑止部に略直交して外箱に当接し表示部分側内装材の位置決
めを行う位置決め部に連結して形成した構成を有する。この構成により、係合部材の係合
部を押さえる保持部と表示部分側内装材の位置決めを行う位置決め部とを一体にして段ボ
ール等で安価に製作できる。
【００１５】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けたディスプレイ装置
を収納可能な外箱とを備え、表示部分を上方へ向け本体が表示部分より下方に位置するよ
うに配置して外箱で梱包した構成を有する。この構成により、外箱への機器や表示部分側
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内装材の挿入作業がやりやすくなり、またこの挿入作業中に機器を誤って落下させても表
示部分が傷つく虞を小さくすることができる。
【００１６】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを段ボールにより形成した
構成を有する。この構成により、梱包装置が環境に優しい段ボールで製作され発泡スチロ
ール等と異なって梱包装置の使用後、廃棄する場合にも健康上安全であり、また梱包装置
を安価かつ軽量に製作することができる。
【００１７】
また、本発明の梱包装置は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を支持するための支持壁部と梱包時に自身の位置決めを行うための位置
決め部とを有する底面側内装材と、ディスプレイ部の裏側面と突出部との間に出し入れ可
能にディスプレイ部と突出部とに係合する係合部と係合部に対して垂直方向に向けて係合
部から伸ばした垂直部とを有する係合部材と、表示部分から離れた状態で表示部分を覆う
ように配置し、係合部を位置決め部と協働して挟み込む保持部と垂直部に係合して係合部
の前記ディスプレイ部と突出部とからの離脱を抑止する離脱抑止部とを有する表示部分側
内装材と、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材とを組み付けた機器を収納可能な
外箱とを備え、機器が車載の機器であり、突出部が車両側の取付部材へ取り付け可能であ
る構成を有する。この構成により、カーナビゲーション用のディスプレイ装置等の車両用
機器へ本発明の梱包装置を適用することが可能となり、またその場合に車両側取付部材に
取り付けるための突出部を係合部材が係合する突出部に兼用でき安価となる。
【００１８】
また、本発明の梱包方法は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を、底面側内装材に設けた支持壁部により支持し、支持壁部で支持した
ディスプレイ装置の裏側面と突出部との間に係合部材に設けた係合部を挿入してディスプ
レイ部と突出部とに係合させた後に、表示部分から離した状態で表示部分を覆うように表
示部分側内装材を配置して、表示部分側内装材に設けた保持部と底面側内装材に設けた位
置決め部とにより係合部を挟み込み、表示部分側内装材に設けた離脱抑止部を、係合部材
の係合部に対して垂直方向に向けて係合部から伸ばした垂直部に係合させて係合部のディ
スプレイ部と突出部とからの離脱を抑止するようにした構成を有する。この構成により、
表示部分を設けたディスプレイ部の表側面に梱包装置の一部を接触させずに梱包でき、し
たがって運搬中に表示部分側内装材と底面側内装材とが相対移動したりディスプレイ装置
が動いたりした場合でも、表示部分に表示部分側内装材などの梱包装置の一部が接触して
表示部分が破損することがない。
【００１９】
また、本発明の梱包方法は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を、底面側内装材に設けた支持壁部により支持し、支持壁部で支持した
機器の裏側面と突出部との間に係合部材に設けた係合部を挿入してディスプレイ部と突出
部とに係合させた後に、表示部分から離した状態で表示部分を覆うように表示部分側内装
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材を配置して、表示部分側内装材に設けた保持部と底面側内装材に設けた位置決め部とに
より係合部を挟み込み、表示部分側内装材に設けた離脱抑止部を、係合部材の係合部に対
して垂直方向に向けて係合部から伸ばした垂直部に係合させて係合部のディスプレイ部と
突出部とからの離脱を抑止するが、その際、機器を外箱内に底面側内装材を入れた状態で
支持壁部に載置するようにした構成を有する。この構成により、あらかじめ底面側内装材
を外箱に入れた状態で機器を挿入して底面側内装材に載置することができるようになるの
で、外箱への内装材等の挿入作業がしやすくなる。
【００２０】
また、本発明の梱包方法は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を、底面側内装材に設けた支持壁部により支持し、支持壁部で支持した
機器の裏側面と突出部との間に係合部材に設けた係合部を挿入してディスプレイ部と突出
部とに係合させた後に、表示部分から離した状態で表示部分を覆うように表示部分側内装
材を配置して、表示部分側内装材に設けた保持部と底面側内装材に設けた位置決め部とに
より係合部を挟み込み、表示部分側内装材に設けた離脱抑止部を、係合部材の係合部に対
して垂直方向に向けて係合部から伸ばした垂直部に係合させて係合部のディスプレイ部と
突出部とからの離脱を抑止するが、その際、係合部材を、支持壁部に支持した機器のディ
スプレイ部と外箱との隙間から外箱内へ挿入した後、表示部分と略平行に本体へ向けて移
動させ係合部を突起部とディスプレイ部の裏側面へ係合させるようにした構成を有する。
この構成により、機器をあらかじめ外箱内に収納した底面側内装材に載置した状態で係合
部材を外箱に入れ機器の突出部に容易に係合することが可能となる。
【００２１】
また、本発明の梱包方法は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を、底面側内装材に設けた支持壁部により支持し、支持壁部で支持した
機器の裏側面と突出部との間に係合部材に設けた係合部を挿入してディスプレイ部と突出
部とに係合させた後に、表示部分から離した状態で表示部分を覆うように表示部分側内装
材を配置して、表示部分側内装材に設けた保持部と底面側内装材に設けた位置決め部とに
より係合部を挟み込み、表示部分側内装材に設けた離脱抑止部を、係合部材の係合部に対
して垂直方向に向けて係合部から伸ばした垂直部に係合させて係合部のディスプレイ部と
突出部とからの離脱を抑止するとともに、底面側内装材と係合部材と表示部分側内装材と
を段ボールで形成した構成を有する。この構成により、梱包装置が環境に優しい段ボール
で製作され発泡スチロール等と異なって梱包装置の使用後、廃棄する場合にも健康上安全
であり、また梱包装置を安価かつ軽量に製作することができる。
【００２２】
また、本発明の梱包方法は、本体より張り出したディスプレイ部の前面に表示部分があり
、ディスプレイ部の張り出し部分の裏側面から表示部分と反対方向へ離れた位置に突出部
が設けられた機器を、底面側内装材に設けた支持壁部により支持し、支持壁部で支持した
機器の裏側面と突出部との間に係合部材に設けた係合部を挿入してディスプレイ部と突出
部とに係合させた後に、表示部分から離した状態で表示部分を覆うように表示部分側内装
材を配置して、表示部分側内装材に設けた保持部と底面側内装材に設けた位置決め部とに
より係合部を挟み込み、表示部分側内装材に設けた離脱抑止部を、係合部材の係合部に対
して垂直方向に向けて係合部から伸ばした垂直部に係合させて係合部のディスプレイ部と
突出部とからの離脱を抑止するとともに、表示部分が車載の機器の表示部分であり、突出
部が車両側の取付部材に取り付け可能であるようにした構成を有する。この構成により、
カーナビゲーション用のディスプレイ装置等の車両用機器へ本発明の梱包装置を適用する
ことが可能となり、またその場合に車両側取付部材に取り付けるための突出部を係合部材
が係合する突出部に兼用でき安価となる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
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以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。
まず、被梱包品から説明すると、ここでは、図１および図２に示すように被梱包品として
の機器がカーナビゲーション用のディスプレイ装置１である場合を採り上げる。
ディスプレイ装置１は、電子部品等を内蔵した本体２と、この本体２の一端側に取り付け
られ、本体２から幅方向に両側面部分が張り出したディスプレイ部３とを有している。デ
ィスプレイ部３の表側面３ａには、図５に示すように地図情報などを表示するための液晶
からなる表示部分４を設けてある。
【００２４】
また、ディスプレイ部３の上記張り出し部分の裏側面３ｂから表示部分４と反対方向に離
れた位置には、図２に一部拡大して示すように２つの突出部５、６をそれぞれ設ける。
これらの突出部５、６は、取付プレート７にディスプレイ装置１の車両側への取付時に上
下へ離れる位置に設けてあり、この取付プレート７をディスプレイ部３の裏側面３ｂにビ
スを用いて固定してある。
【００２５】
これらの突出部５、６は、取付プレート７から垂直方向に伸ばした柱部５ａ、６ａと、こ
の先端からディスプレイ部３の裏側面３ｂと平行になるように折り曲げた係合部分５ｂ、
６ｂとを有する。係合部分５ｂ、６ｂは、これらの表示部分４に垂直な側面がディスプレ
イ装置１の車両への装着時に上方から下方に向かうにしたがって幅が広くなるテーパ形状
とする。
【００２６】
一方、車両側には、図３および図４に一部分を拡大して示すように取付部材８をディスプ
レイ装置１の本体２の両側面にそれぞれ対応させて設けてある。なお、図３および図４は
、図２の突出部５、６とは逆の側面側に設けた突出部を示してある。したがって、図２の
突出部５、６については、図３および図４のものとは左右対称になる。
【００２７】
取付部材８には、上方から下方に向かうにしたがって幅が狭くなる係合爪９、１０を上下
方向に離してそれぞれ突出部５、６に対応させた位置に設けてある。したがって、ディス
プレイ装置１の本体２を車両のインストルメンタトパネルの開口から挿入すると、図３に
示すようにディスプレイ装置１の突出部５、６の上方位置に車両側の係合爪９、１０がく
る。この状態から取付部材８を下方に引き下げると、図４のように突出部５、６の係合部
分５ｂ、６ｂと係合爪９、１０とがそれらのテーパ面同士で係合され、ディスプレイ装置
１が車両側に固定されるようになる。
【００２８】
次に、上記ディスプレイ装置１を梱包する梱包装置１００につき説明する。
図１、図５および図６（これらの図は、作図の都合上、それぞれ縮尺を異ならせて描いて
ある）に示すように、梱包装置１００は、外箱２００と、２台のディスプレイ装置１を支
持する底面側内装材３００と、ディスプレイ装置１の突出部５、６に係合してディスプレ
イ装置１の上下方向の位置決めをするための２つの係合部材４００、５００と、ディスプ
レイ装置１をこの上方から覆い、係合部材４００、５００に係合してこれらの抜け止めを
する表示部分側内装材６００とを有する。これらは、段ボールをそれぞれ適当な形状に切
って折り曲げることにより形成する。
【００２９】
外箱２００は、図１に示すように底面部２１０と、底面部２１０の各辺から垂直に立ち上
げた４つの側面部２２０、２３０、２４０、２５０と、側面部２２０、２３０の上端に設
けた蓋部２６０、２７０とを有する。蓋部は、ここでは２枚の蓋部２６０、２７０として
いるが、側面部２２０、２３０、２４０、２５０に各々設けて４枚としてもよい。またこ
れらの蓋同士を係合させて蓋部を閉じたり、接着テープを貼り付けたりして蓋部を閉じた
りする。
【００３０】
底面側内装材３００は、図５に示すように長方形の段ボールを断面がコ字状となるように
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折り曲げて、底面部３３１とこの両側端からそれぞれ垂直上方に折り曲げた左右の側壁部
３３４、３３４とを形成した連結壁部材３３０を有する。これらの左右の側壁部３３４、
３３４は、底面部３３１から立ち上げた内側側壁部分３３２、３３２と、この内側側壁部
分３３２、３３２の上端部３３４ａ、３３４ａでそれぞれ外側下方へ折り返した外側側壁
部分３３３、３３３とを重ね合わせて形成する。
底面部３３１には図１、図５中における左右２箇所３列分、後述の支持壁部３１２、３１
５、３２２、３２５を挿入して組み合わせるためのスリットを設ける。また、連結壁部材
３３０の両端部は、外箱２００の内面に当接して底面側内装材３００の図１中における前
後方向の位置決めを行う。
【００３１】
底面側内装材３００は、さらに２枚の段ボールをそれぞれコ字状に折り曲げて、底面部３
１８、３２８の両端から垂直上方に立ち上げた左右の支持壁部３１２、３１５、３２２、
３２５と、これらの支持壁部３１２、３１５、３２２、３２５に底面部３１８、３２８を
介して連結し底面部３１８、３２８から垂直上方に立ち上げた左右の位置規制部３１３、
３１６、３２３、３２６とを形成した支持部材３１０、３２０を有する。
【００３２】
支持部材３１０、３２０の支持壁部３１２、３１５、３２２、３２５は、図１および図５
中の左右の支持壁部間の隙間が上方から下方に向かうにしたがって狭くなるようなテーパ
面を有する内側の側端と底面部３１８、３２８に対し垂直に立ち上げた外側の側端とを有
する台形状に形成する。これらの支持壁部３１２、３１５、３２２、３２５は、連結壁部
材３３０の底面部３３１に形成した上記６箇所のスリットをこれらの下方から上方へ貫通
させる。
【００３３】
　また、それぞれ隣り合う支持壁部３１２と １３、支持壁部３１５と位置

部３１６、支持壁部３２２と位置 部３２３、支持壁部３２５と位置 部３２６は
、これらの底面部３３１より上方に突出する部分では切り離すものの、連結壁部材３３０
の底面部３３１で連結している。これらの切り離した上方部分間の間隙には、連結壁部材
３３０の側壁部３３４、３３４を直交した状態で挟む。
【００３４】
　また、支持壁部３１５および支持壁部３２２、また位置 部３１６および位置 部
３２３をそれぞれ互いに重ね合わせた状態として支持部材３１０、３２０と連結壁部材３
３０とを組み合わせる。
　なお、位置規制部３１３、３１６、３２３、３２６は、これらの外側に梱包時に外箱２
００の内面に当接して底面側内装材３００の図１中における左右方向の位置決めを行う。
【００３５】
　一方、位置 部３１３、３１６、３２３、３２６は、支持壁部３１２、３１５、３２
２、３２５の外側でこれらに近い位置でこれらと実質同じ高さとした高い部分３１２ａ、
３１５ａ、３２２ａ、３２５ａと、溝３１４、３１７、３２４、３２７を境として梱包時
に外箱２００の側壁２２０、２３０の内面に当接可能なより外側の低い部分３１２ｂ、３
１５ｂ、３２２ｂ、３２５ｂとを有している。
　なお、支持部材３１０、３２０の底面部３１８、３２８の両端を２箇所ずつ切り起こし
て梱包時に底面側内装材２００の底面部２１０に当接して底面側内装材３００を支持する
ための脚部３１１、３１１を設ける。
【００３６】
　ここで、支持部材３１０、３２０と連結壁部材３３０とを組み合わせた状態では、側壁
部３３４、３３４は、支持壁部３１２、３１５、３２２、３２５や位置 部の高い方の
部分３１３ａ、３１６ａ、３２３ａ、３２６ａより低くなるようにしてある。
　また、支持壁部３１２と支持壁部３１５との間の距離、また支持壁部３２２と支持壁部
３２５との間の距離は、ディスプレイ装置１の本体２の高さ方向の側面が入る大きさとし
、連結壁部材３３０の左右の側壁部３３４、３３４間の距離は、ディスプレイ装置１の本
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体２の幅方向の上下面が入る大きさとしてある。
【００３７】
　係合部材４００、５００は、段ボールを１箇所で折り曲げて断面がＬ字状になるように
形成し、ディスプレイ部３の裏側面３ａと突出部５、６とに係合可能な係合部４０１、５
０１と、これらの４０１、５０１の一端部から垂直方向に伸びる垂直部４０２、５０２と
設ける。係合部材４００、５００の係合部４０１、５０１は、梱包時にディスプレイ部３
の裏側面３ａと突出部５、６との間の隙間に入り、このとき係合部４０１、５０１から垂
直方向に伸ばした垂直部４０２、５０２が位置 部の高い部分３１３ａ、３１６ａ、３
２３ａ、３２６ａの溝３１４、３１７、３２４、３２７側端部に来るような長さにする。
【００３８】
　また、係合部４０１、５０１は、ディスプレイ部３の側端部と外箱２００の側面２２０
、２３０の内面との距離より短くしてある。
　一方、係合部材４００、５００の垂直部４０２、５０２は、底面側内装材３００の位置

部の高い部分３１３ａ、３１６ａ、３２３ａ、３２６ａと低い部分３１３ｂ、３１６
ｂ、３２３ｂ、３２６ｂとの高さの差以下としてある。
　なお、係合部４０１、５０１の係合部４０１、５０１と垂直部４０２、５０２とが接続
される角の部分の外面側は、曲面を持たせた形状として後述の表示部分側内装材６００を
被せる際に離脱抑止部６３４、６３４が係合部４０１、５０１にひっかかるのを防止でき
るようにしてある。
【００３９】
表示部分側内装材６００は、図６に示すようにコ字状に形成した２つの位置決め部材６１
０、６２０と、これらの位置決め部材６１０、６２０に直交させて組み合わせるコ字状の
離脱抑止部材６３０とを有する。
離脱抑止部材６３０は、長方形の段ボールを４箇所で折り曲げ、天井部６３１の両端から
それぞれ垂直下方に伸ばした外側垂直壁６３２、６３２と、外側垂直壁６３２、６３２の
下端から内側へ折り曲げて外側垂直壁６３２、６３２に重ね合わせた内側垂直壁６３３、
６３３とを有する。外側垂直壁６３２、６３２と内側垂直壁６３３、６３３とは、それぞ
れ離脱抑止部６３４、６３４を構成する。なお、離脱抑止部材６３０は、この端部側面が
外箱２００の側面２４０、２５０に当接する長さとしてあり、梱包時に外箱２００に対す
る表示部分側内装材６００の図１中における前後方向の位置決めを行う。
【００４０】
一方、位置決め部材６１０、６２０は、これらも長方形の段ボールを４箇所で折り曲げて
、天面部６１１、６２１と、これらの両端から垂直下方にそれぞれ折り曲げてハ字状に切
り欠いて形成した左右の保持部６１２、６１２とを左右に有する。また、位置決め部材６
１０、６２０は、天面部６１１、６２１から垂直下方に折り曲げて保持部６１２、６１２
と平行にした位置決め部６１７、６１８、６２７、６２８を左右に有する。
【００４１】
位置決め部６１７、６１８、６２７、６２８は、互いに折り重ねた外側位置決め壁部分と
内側位置決め部分とで形成するとともに、梱包時に位置決め部６１７、６１８、６２７、
６２８の外側端面が外箱２００の側面２４０、２５０に当接して表示部分側内装材６００
を外箱２００に対して図１中における水平左右方向の位置決めが可能な長さにする。
また、位置決め部６１７、６１８、６２７、６２８とこれらに隣接する保持部６１２との
間を切り離してこれらの間隙に離脱抑止部材６３０の離脱抑止部６３４を挟むとともに、
離脱抑止部材６３０の天面部６３１に設けたスリットを各保持部６１２が上方から下方へ
貫通するようにして、離脱抑止部材６３０と位置決め部材６１０、６２０とを直交させた
状態で組み合わせる。
【００４２】
なお、位置決め部材６１０、６２０は、天面部６１１、６２１の一部を各４箇所で切り起
こして押さえ突起６１３、６１６、６２３、６２６を形成する。また、位置決め部６１７
、６１８、６２７、６２８の内側位置決め部分の上端に上記押さえ突起６１３、６１６、
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６２３、６２６より低く形成した押さえ突起６１４、６１５、６２４、６２５を設け、こ
れらの押さえ突起６１４、６１５、６２４、６２５を切り起こし穴から突出させて押さえ
突起６１３、６１６、６２３、６２６と重ね合わせることにより、荷重が増えるにしたが
って高い方の突起単独から低い方の突起との両方が変形していき緩衝能力が高くなる。
【００４３】
上記のように構成した梱包装置１００によりディスプレイ装置１を梱包するには、以下の
ように手順で行う。
まず、外箱２００の蓋部２６０、２７０を開いて、底面側内装材３００を挿入し外箱２０
０の底面部２１０上に置く。このとき、底面側内装材３００は、脚部３１１、３１１が外
箱２００の底面部２１０上に、また位置規制部の低い部分３１３ｂ、３１６ｂ、３２３ｂ
、３２６ｂの側面が外箱２００の側面部２２０、２３０に、また連結壁部材３３０の両端
部側面が外箱２００の側面部２５０、２４０にそれぞれ当接し、底面側内装材３００の外
箱２００に対する位置決めが行われる。
【００４４】
次いで、２台のディスプレイ装置１をこの表示部分４が上方を向く姿勢で１台ずつ底面側
内装材３００へ載置していく。
すなわち、この載置にあたっては、一方のディスプレイ装置１の本体２を支持壁３１２と
支持壁３１５との間に挿入してディスプレイ部３の裏側面３ａを支持壁部３１２と支持壁
部３１５の上端に乗せて、ディスプレイ装置１を底面側内装材３００で支持する。同様に
、他方のディスプレイ装置１も、この本体２を支持壁部３２２と支持壁部３２５の間にそ
れぞれ挿入し、ディスプレイ部３の裏側面３ａを支持壁部３２２と支持壁部３２５の上端
に乗せて、ディスプレイ装置１を底面側内装材３００で支持する。
【００４５】
その後、係合部材４００、５００をこれらの係合部４０１、５０２の先端部がディスプレ
イ装置 1側を向き、かつ垂直部４０２、４０３が下方を向くようにした姿勢で、ディスプ
レイ装置１と外箱２００の側面部２２０、２３０との隙間を通じて外箱２００の開口から
降ろしていき、係合部４０１、５０１が、ディスプレイ部３の裏側面３ｂと突出部５、６
との間の位置に来たらディスプレイ部３へ向けて水平方向へ移動させ、ディスプレイ部３
の裏側面３ｂと突出部５、６との間へ挿入してこれらに係合部４０１、５０２をそれぞれ
係合させる。
【００４６】
　続いて、表示部分側内装材６００を外箱２００の上方から下方へ降ろして、離脱防止部
６３４、６３４がそれぞれ係合部材４００、５００の垂直部４０２、５０２の外側に来て
底面側内装材３００の位置 部の高い部分３１３ａ、３１６ａ、３２３ａ、３２６ａと
で垂直部４０２、５０２を挟み込むことにより、係合部材４００、５００の離脱を抑止す
る。
【００４７】
さらに離脱防止部６３４、６３４を下降させて、これらの先端部分を底面側内装材３００
の溝３１４、３１７、３２３、３２７に入れ、表示部分側内装材６００と底面側内装材３
００とを係合させる。
このとき表示部分側６００の保持部６１２、６１２の下端部が係合部材４００、５００の
係合部４０１、５０１の上側面に当接して、表示部分側内装材６００の下降が停止される
とともに、係合部材４００、５００の図１中における垂直方向の動きを規制するようにな
る。
【００４８】
その後、外箱２００の蓋部２６０、２７０で外箱２００の上面開口を閉じて粘着テープで
外箱の封をしてディスプレイ装置１の梱包装置１００に梱包する。
なお、このとき、表示部分側内装材６００の位置決め部６１７、６１８、６２７、６２８
が外箱２００の側面部２２０、２３０に、また離脱防止部６３４の両端の側面が外箱２０
０の側面部２４０、２５０に、また突起部６１３、６１６、６２３、６２６が外箱２００
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の蓋部２６０、２７０にそれぞれ当接して、表示部分側内装材６００を外箱２００に対し
て位置決めする。
【００４９】
以上説明したように、本発明の実施の形態である梱包装置および梱包方法では、ディスプ
レイ装置１がディスプレイ部３の裏側面３ｂとディスプレイ部３の裏側の突出部５、６と
に係合部４０１、５０１を係合させた係合部材４００、５００を底面側内装材３００と表
示部分側内装材６００とで拘束するようにしたので、ディスプレイ装置１の表示部分４を
有するディスプレイ部３の表側面３ａ側に接触する梱包装置はなく、運送中に底面側内装
材３００と表示部分側内装材６００とが相対移動しディスプレイ装置１が動いても、表示
部分４が傷つくことがない。
また、梱包装置１を段ボールで製作したので、段ボールを適当な形状に切断して折り曲げ
るだけで容易かつ安価に製作することができ、また梱包装置を廃棄処分しても健康上問題
とならない。
【００５０】
なお、本発明にかかる梱包装置は、上記実施の形態に係る梱包装置にあっては、ディスプ
レイ装置１を梱包装置１００に２台入れるようにしたが、これに限ることなく、１台のみ
あるいは３台以上としても良いことは言うまでもない。
さらに、ディスプレイ装置１をこの表示部分が上方を向くようにして梱包装置１で梱包し
たが、ディスプレイ装置を略水平方向から底面側内装材に挿入し、表示部分側内装材を略
水平方向から覆うようにしても良い。この場合、ディスプレイ装置の上方を覆う部材を底
面側内装材と一体に設けるか、または別体で設けるようにする。
【００５１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、運搬中に被梱包品を梱包する部材同士が相対移動したり
被梱包品が動いたりしても、表示部分が梱包装置の一部に接触して傷付くのを防止できる
梱包装置および梱包方法を提供することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】外箱を一部破断してディスプレイ装置を梱包した状態の梱包装置を表わした図
【図２】ディスプレイ装置の一部を裏側面側からみた図
【図３】ディスプレイ装置の突出部と車両側の取付部材との係合前の関係を示す図
【図４】ディスプレイ装置の突出部と車両側の取付部材との係合後の関係を示す図
【図５】ディスプレイ装置、底面側内装材、および係合部材の斜視図
【図６】表示部分側内装材の斜視図
【符号の説明】
１　ディスプレイ装置
２　本体
３　ディスプレイ部
３ａ　前側面
３ｂ　裏側面
４　表示部分
５、６　突出部
８　取付部材
１００　梱包装置
２００　外箱
３００　底面側内装材
３１２、３１５、３２２、３２５　支持壁部
３１３、３１６、３２３、３２６　位置決め部
３１３ａ、３１６ａ、３２３ａ、３２６ａ　高い部分
３１３ｂ、３１６ｂ、３２３ｂ、３２６ｂ　低い部分
３１４、３１７、３２４、３２７　溝
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４００、５００　係合部材
４０１、５０１　係合部
４０２、５０２　垂直部
６００　表示部分側内装材
６１２　保持部
６３４　離脱抑止部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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